
⑫

私たちの手で支えあいの地域をつくる

ちょっとした困りごとはあしたの会へ
―あしや助けあい・支えあいの会（通称　あしたの会）―
　あしや助けあい・支えあいの会では、日常生活の中でのちょっとした困りごとを、
会員同士の助けあいで解決することを目指し、手助けをする側の協力会員、手助けを
受ける側の利用会員の相互の信頼に基づいて活動を行っています。
　今まで自分でできていたことでも、年齢を重ねるにつれて、これまでのように当た
り前にこなしていくことが徐々に難しくなることもあります。身近に手伝いをお願い
できる人がいればよいのですが、そういった人がいない場合、何らかの手助け（サポ
ート）の仕組みが必要になります。その仕組みが、「あしたの会」の活動です。サポ
ートを行うことで、同時に利用会員の安否確認にもつながっています。

◦利用できる人
　�　町内在住の一人暮らしの
高齢者、高齢者のみの世帯、
障がい者など、日常生活に
困りごとがある人
◦利用するには
　①�利用会員が事務局にサポー
トを依頼

　②�あしたの会のコーディネー
ターが利用会員宅を訪問
し、サポート内容の調整

　※�サポートの仕組みは右の
図のとおりです。

◦利用料と利用時間
　�利用者の負担が大きくなら
ないよう、１回あたりのサ
ポートは 60分以内（２人で
訪問する場合は 30 分以内）
を目安に調整

　あしたの会の活動が住民の
皆さんに浸透していくにつれ
て、サポートの依頼が増えて
きています。それに伴い、サ
ポートを行っていただける協力会員の募集を随時行っています。地域の中でのちょっ
とした手伝いから始める活動に、ぜひご協力ください。
※サポートは、新型コロナウイルス感染症対策を行ったうえで実施しています。

▽ �参加加入やサポートの問い合わせ
　あしたの会事務局（福祉会館内）（☎２２２局２８６６）

令和２年度に行ったサポート内容
　◦室内の清掃　◦安否確認をかねた話し相手
　◦簡単な家の修繕　◦定期的なゴミ出し　
　◦草取り　◦せん定　◦服の補正

年会費　
協力会員・利用会員・賛助会員　１口５００円
サポート料 10 分１００円
１回あたり 60 分までです。

事業コーディネーター
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保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
申
し
込
み
（
新
規
）
受
け
付
け

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
保

育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も

園
（
保
育
利
用
）
の
新
規
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽�
受
付
期
間　

12
月
４
日
金
～
令
和
３

年
１
月
８
日
金

※�

令
和
３
年
２
月
・
３
月
に
入
所
を
希

望
す
る
場
合
の
申
込
期
限
も
１
月
８

日
金
で
す
。

▽�

入
所
対
象　

３
カ
月
児
か
ら

▽
入
所
要
件

①�

同
居
の
家
族
が
仕
事
な
ど
で
保
育
が

で
き
な
い
家
庭

②�

出
産
や
病
気
、
介
護
、
看
護
な
ど
で
保

育
が
で
き
な
い
家
庭

▽
提
出
書
類

①�

施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
給
付
費
等

教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

※�

世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。

②�

保
育
利
用
申
込
書

※�

０
歳
児
は
母
子
健
康
手
帳
の
写
し
が

必
要
で
す
。

③�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
身
元
確

認
書
類
（
保
護
者
１
人
分
）

④�

保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書
類
（
所
属

す
る
会
社
の
雇
用
証
明
書
な
ど
）

⑤�

令
和
２
年
１
月
１
日
に
芦
屋
町
に
住

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
の

居
住
地
で
の
所
得
課
税
証
明
書

※�

提
出
書
類
の
様
式
は
健
康
こ
ど
も
課

窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※�

事
前
に
入
所
を
希
望
す
る
施
設
の
見

学
を
済
ま
せ
た
う
え
で
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
施
設
見
学
は
各
施
設

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

町
外
の
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
（
保

育
利
用
）
を
希
望
す
る
場
合
も
、
芦

屋
町
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
７
）

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た

め
の
教
室
で
す
。
楽
し
く

子
育
て
の
勉
強
を
し
ま
せ

ん
か
。

▽��

と
き　

12
月
13
日
日
・

午
前
９
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分
ご

ろ
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　

妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
９
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

12
月
３
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

12
月
17
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

相
談

子
育
て
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第
72
回
人
権
週
間

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

　

12
月
４
日
金
か
ら
10

日
木
ま
で
の
１
週
間
は

「
第
72
回
人
権
週
間
」
で

す
。
福
岡
法
務
局
と
福

岡
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
県
内
一
斉
無
料
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
悩

み
や
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
悩

ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護

委
員
と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
６
日
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽�

相
談
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０

－

３
０
７

－

４
０
５
）

※�

携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
３
９
局
４

１
５
３
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

12
月
10
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支
援

係（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
法
律
相
談

▽�
と
き　

12
月
15
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
4
階

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　

12
月
４
日
金
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
く
お
か
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

無
料
電
話
相
談

　

福
岡
県
で
は
、
誹ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
や
差
別
的

な
扱
い
な
ど
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い

る
人
に
、
弁
護
士
が
法
律
的
な
観
点
で

助
言
を
行
う
電
話
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▽�

と
き　

毎
月
第
４
金
曜
日
・
午
後
３

時
～
６
時

▽�

相
談
電
話
番
号　

福
岡
県
福
祉
労
働
部

人
権
・
同
和
対
策
局
調
整
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
２
４
局
２
６
４
４
）

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　

12
月
31
日
木
～
令
和

３
年
１
月
３
日
日
は
休
み
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入　

12

月
29
日
火
・
午
後
４
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※�

12
月
30
日
水
～
１
月
３
日
日
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　

12
月
29

日
火
～
１
月
３
日
日
は
休
み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　

12
月
29
日
火
～
１
月

３
日
日
は
休
み
ま
す
。
臨
時
収
集
を

希
望
す
る
人
は
、
12
月
18
日
金
ま
で

に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
局
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
局
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
９
）

※�

年
始
の
収
集
は
、
12
月
15
日
発
行
の

広
報
あ
し
や
に
折
り
込
ま
れ
る
「
１

月
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
み
収

集
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
優
良
家
庭
を
表
彰
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保

険
で
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
の
被
保
険
者
全
員
が

１
年
間
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
た
世
帯
を
、
健
康
優

良
家
庭
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
元
年
度
の
健
康
優

良
家
庭
に
該
当
す
る
世
帯
主
に
対
し
て
、

12
月
上
旬
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活

用
し
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
２
）

中
ノ
浜
区
の
備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　

中
ノ
浜
区
で
は
、
令
和
２
年
度
の
コ

お
知
ら
せ

相
談
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受

け
、
自
治
区
活
動
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
公
民

館
の
備
品
、
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
卓
球
台
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
と
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
備
品
や

集
会
施
設
の
整
備
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

中
ノ
浜
区
長
の
中
西
德の
り

樹き

さ
ん
は「
備

品
が
充
実
す
る
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
や
公

民
館
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
事
や
交
流

活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

12
月
14
日
月
・
15
日
火
の
日
没

か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予
備

日
＝
16
日
水
・
17
日
木
、
21
日
月
～
23

日
水
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り

や
申
請
が
で
き

な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程

で
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で

証
明
書
を
取
得

で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

12
月
12
日
土
、
令
和
３
年
１

月
24
日
日
・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　

住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　

申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

印
か
ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　

交
付
通
知
書
、
印
か

ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
受
け
付
け
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

体
育
施
設
利
用
の

年
間
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

総
合
体
育
館
や
小
体
育
館
、
小
・
中

学
校
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
年
間

を
と
お
し
て
利
用
し
た
い
団
体
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�
利
用
期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日
木

か
ら
１
年
間

▽�

登
録
条
件　

定
期
的
な
施
設
利
用
が

必
要
な
、
町
内
者
を
６
割
以
上
含
む

８
人
以
上
の
団
体

▽�

申
し
込
み　

令
和
３
年
１
月
18
日
月

ま
で
に
、
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２

局
０
１
８
１
）
へ

※�

申
込
書
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
講
座

わ
た
し
は
ど
ん
な
人
？

～
交
流
分
析
で
自
分
自
身
を
知
り
ま
し
ょ
う
～

�　

人
と
人
が
関
わ
る
時
、
人
間
が
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
心
の
栄
養
（
ス

ト
ロ
ー
ク
）
が
交
換
さ
れ
ま
す
。
交
流

分
析
を
学
び
、
プ
ラ
ス
の
ス
ト
ロ
ー
ク

を
交
換
す
る
適
切
な
や
り
取
り
を
行
う

と
、
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
決
め
ら
れ
た
質
問
に
回
答

す
る
こ
と
で
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

自
己
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん

の
生
活
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
講

座
を
用
意
し
ま
し
た
。

▽�

と
き　

12
月
19
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽
参
加
費　

無
料

▽�

講
師　

伊
藤
克
広
さ
ん
（
中
学
校
講

師
・
元
日
本
学
校
教
育
相
談
学
会
会

員
）

▽�
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

12
月
３
日
木
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

�

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
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ク
リ
ス
マ
ス
＆

お
正
月
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
団
体
や
障
が
い
者

小
規
模
作
業
所
な
ど
の

手
作
り
小
物
、ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
飾
り
、

断だ
ん
し
ゃ
り

捨
離
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
１
日
火
～
19
日
土
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
19
日
は

午
後
２
時
ま
で
）

※
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
２
階

▽�

問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
局
１
０
１
１
）

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

❶�

新
春
特
別
呈
茶

　

年
の
初
め
に
茶
室
で
抹
茶

を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　

令
和
３
年
１
月
５
日
火
～
７

日
木
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　

大
茶
室
で
の
呈
茶
（
取
り
寄

せ
の
和
菓
子
と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

❷
記
念
写
真
を
撮
り
ま
せ
ん
か

　

季
節
の
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
日
本
庭
園
を
背

に
、
記
念
写
真
を
撮

り
ま
せ
ん
か
。
成
人
式

を
迎
え
る
人
は
無
料
で
入
園
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

令
和
３
年
１
月
10
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
午
後

４
時
40
分
ま
で
）

町
・
県
民
税
の

申
告
に
関
す
る
お
願
い

　

令
和
元
年
中
の
収
入
申
告
を
し
て
い

な
い
人
に
対
し
て
、
申
告
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要
な
次
の

も
の
を
そ
ろ
え
て
、
申
告
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
来
庁
が

困
難
な
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

12
月
28
日
月
ま
で
（
土
日
を

除
く
）

▽
と
こ
ろ　

役
場
税
務
課
窓
口

▽�
持
っ
て
く
る
も
の

◦�
申
告
ハ
ガ
キ
と
印
か
ん
（
代
理
申
告

の
場
合
は
代
理
人
の
印
か
ん
）

◦�

所
得
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉

徴
収
票
な
ど
）

◦�

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
経
費
が

わ
か
る
も
の
（
帳
簿
、
領
収
書
な
ど
）

◦�
生
命
保
険
、
地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

◦�
障
害
者
手
帳
な
ど
（
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
み
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

課
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
４
）

医
療
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ
月

に
１
回
（
奇
数
月
の
月
末
）、
世
帯
主
へ

医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
医
療
費
通
知
は
、
確
定

申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
際
、
添
付
す

る
こ
と
に
よ
り
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
明
細
欄
の
記
載
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
２
年
12
月
診
療
分
は

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
を
基
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
１
月
以
降
の

医
療
費
通
知
発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

２
年
10
月
～
11
月

３
年
１
月
末

２
年
12
月
～
３
年
１
月

３
年
３
月
末

３
年
２
月
～
３
月

３
年
５
月
末

�

▽��

問
い
合
わ
せ

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
２
）、

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝
課
税
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
４
）

お
知
ら
せ

年末の交通安全運動年末の交通安全運動1212月月1111日日金～金～3131日日木木

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３局３５３９）

　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、12月11日金から31日木まで県下
一斉に交通安全運動が行われます。
　一人ひとりが交通ルールや交通マナー
を守ることの大切さを理解し、自分の命
は自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　飲酒運転撲滅、子どもと高齢者の交通事故防止、
横断歩道マナーアップ運動の推進

【飲酒運転ダメ！絶対！】
　飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さない。
そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。
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プレミアム付きバス共通乗車券と
タクシー初乗り利用券を販売します

広報あしや　2020.12.1⑰

芦屋町職員 追加募集
職 種 採用予定人数 受　験　資　格

一般事務職 ３人程度 平成２年４月２日以降に
生まれた人

社会福祉士 １人程度

次の要件をいずれも満た
す人
・�平成２年 4 月 2 日以降
に生まれた人

・�社会福祉士の資格を持っ
ている人で、社会福祉士
としての職務経験が２年
以上ある人

１ 次 試 験

試験日 12月24日木～１月19日火の
うち、受験者が選択する日時

試験会場
受験者が選択するＳＰＩテス
トセンター会場（福岡常設会
場など全国の指定会場）

試験科目
ＳＰＩ３（総合適性検査）
※�総合適性検査＝能力検査、
性格検査

△ �

申し込み　12月11日金までに、人事係（☎２２３局３５７４）へ
※�詳しくは試験案内をご覧ください。
※�９月～11月に行った、「令和２年度芦屋町職員採用試験」に申し込ん
だ人は申し込みできません。
※�試験案内と申込用紙は人事係にあります。また、町のホームページからもダウンロードできます。

　新型コロナウイルス感染症の影響により減少した公共交通の利用
促進を図るため、プレミアム付きバス共通乗車券などを販売します。

【共通項目】

▽ �とき　12月 15 日火から完売する日までの
平日・午前９時～午後５時

※ �12 月 20日日の午前９時から正午まで販売
します。ただし、完売となった場合は、販
売を行いません。販売状況は、芦屋町ホー
ムページまたは電話で確認できます。

▽ �ところ　役場１階ロビー

▽ �対象者　町内に住んでいる人
※�販売時に住所を確認しますので、運転免許
証や健康保険証などを持ってきてください。
※�代理人への販売は行いません。

▽ �購入限度　１人につきそれぞれ２冊まで

▽ �使用期限　令和４年３月31日まで

▽ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３
局３５３９）

　販売価格５千円で乗車券１万円分（１００円乗車
券× 100 枚で１冊）を、限定で 500 冊。
※�北九州市営バスのひまわりバス
カードとは併用できません。
※�おつりは出ません。

　販売価格５千円で初乗り利用券１万円相当分（15
枚で１冊）を限定で 500 冊。
※�初乗り料金は主に６８０円で、北九州タクシー協
会加盟全事業所で利用可能
です。
※�１度に２枚以上の使用はで
きません。

❶�芦屋タウンバス・北九州市営バス共通乗車券

❷�タクシー初乗り利用券



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

と　き ところ １月以降の予定

当面の間、平日の
午前８時 30分～午後５時 15分
※�年末年始（12月 29 日火～令和３年
１月３日日）は役場閉庁日です。

役場・総合案内横 町民会館、公民館、総合体
育館での配布は今後も予定
しています。
詳しくは、1月10日発行の広
報あしやまたはホームペー
ジをご覧ください。

12月 20日日
午前 10時～午後４時

町民会館
芦屋東公民館
山鹿公民館
総合体育館

　寒くなり始め、インフルエンザなどの感染症が流行し始め
る季節になりました。酸性電解水は、インフルエンザウイル
スやノロウイルスに対して、高い除菌効果を発揮することが
厚生労働省からも示されています。町では、引き続き新型
コロナウイルス感染症対策として、酸性電解水の無償配布
を行っていますので、さまざまな場面で活用してください。　
日程は下記のとおりです。

▼ �配布量
　１世帯あたり１リットル程度

▼ �準備するもの
　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮光性の容
器が適しています。

▼ �保管方法など　
◦�涼しく、紫外線が当たらない場所で保管してください。
◦��アルミホイルなどで容器を包むと効果が持続しやすく
なります。
◦�正しく保管すると使用期限は約１カ月です。
◦��誤飲などを防ぐため、容器には必ず日付けと酸性電解
水と明記してください。

▼ �使用方法
◦�あらかじめ除菌したい場所の汚れを落してから使用し
てください。
◦�除菌したい場所に、酸性電解水を十分に吹きかけてか
らペーパータオルで拭いたり、布巾やペーパータオル
に十分に含ませて拭いたりしてください。

◦�新型コロナウイルスの対策として、使用する場合は、対象
物に掛け流して使用することが推奨されています。新型コ
ロナ対策に有効とされる酸性度、濃度で生成していますが、
時間の経過や保管状態によっては、濃度が低下します。

酸性電解水を無償配布しています酸性電解水を無償配布しています

◦月▪日

酸
性
電
解
水

◦�机や手すり、ドアノブ、便
器、スイッチなどの除菌
    ◦�スプレーで直接噴射。
　　場合によっては拭き取る

　◦�ふきんなどに噴射して拭
き取る

�　㊟�素材により水拭きをする

酸性電解水の使い方例

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

インフルエンザやノロのウイルス対策にも！

広報あしや　2020.12.1 ⑱



紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
九
十
五

芦
屋
町
郷
土
史
研
究
会
と
と
も
に

●
郷
土
史
研
究
会
と
郷
土
史
家

　

芦
屋
町
は
歴
史
の
宝
庫
で
す
。こ
れ
ま

で
も
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
歴
史
・
文
化

の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

歴
史
の
調
査
・
研
究
を
資
料
館
の
設
立
よ

り
も
古
く
、70
年
近
く
前
か
ら
行
っ
て
い

る
団
体
が
あ
り
ま
す
。芦
屋
町
郷
土
史
研

究
会
で
す
。

　

発
足
は
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
。
初

代
会
長
は
岩
崎
天て
ん
が
い外
氏
。
１
８
８
４
（
明

治
17
）
年
生
ま
れ
の
南
画
家
に
し
て
郷
土

史
家
だ
っ
た
人
物
で
す
。
２
代
会
長
は
榎

枝
卯
七
氏
。
町
の
職
員
だ
っ
た
人
で
、
行

政
の
生
き
字
引
と
言
わ
れ
た
人
で
す
。
町

誌
編
集
の
際
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
熱

心
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。
３
代
会
長
は
野

間
栄
氏
。
芦
屋
役
者
の
研
究
や
鬼
瓦
の
調

査
は
全
国
レ
ベ
ル
で
、
郷
土
史
家
の
鑑
か
が
みと

も
い
え
る
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
４
代

会
長
は
町
の
郵
便
局
長
だ
っ
た
吉
永
光

雄
氏
。
５
代
会
長
は
教
育
者
で
中
間
市
の

教
育
長
を
務
め
ら
れ
た
小
曽
我
清
太
郎

氏
。
６
代
会
長
は
新
聞
記
者
だ
っ
た
向
井

秀
雄
氏
。
町
制
１
０
０
周
年
発
行
の
増
補

改
訂
版
芦
屋
町
誌
の
主
筆
も
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
７
代
会
長
は
１
９
９
７
（
平
成

9
）
年
か
ら
22
年
間
郷
土
史
研
究
会
を

率
い
て
こ
ら
れ
た
重
岡
昭て
る

徳の
り

氏
。
長
ら
く

教
職
に
携
わ
ら
れ
た
先
生
で
、
歴
史
民
俗

資
料
館
の
管
理
に
も
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

８
代
会
長
は
現
会
長
で
も
あ
る
中
西
一
美

氏
。さ
ら
に
理
事
と
し
て
藤
本
万
平
氏
、鈴

木
長
敏
氏
、
縄
田
益
三
氏
、
柴
田
正
生
氏
、

渡
邊
善
造
氏
ら
が
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

●
『
崗お
か

』
の
発
行

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
の
町
誌
編
集

を
機
会
に
、
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
機
関
紙

『
崗
』
も
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
か
ら
続

き
、
も
う
す
ぐ
50
号
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
初
期
の
『
崗
』
の
表
紙
は
画
家
の

丹に

生ぶ

忍に
ん
と
う
さ
い

冬
斎
氏
が
担
当
し
、
町
の
文
化
財

を
主
題
に
2
色
刷
り
な
が
ら
も
、
芸
術
性

を
も
併
せ
持
つ
趣
き
あ
る
も
の
で
し
た
。

内
容
は
、
郷
土
史
に
関
す
る
研
究
と
調
査

を
論
文
・
エ
ッ
セ
ー
な
ど
に
ま
と
め
た
も

の
で
し
た
。
創
刊
号
の
目
次
か
ら
、
表
題

を
拾
っ
て
み
ま
す
。「
地
と
人
と
・
中
世
へ

の
手
が
か
り
」、「
芦
屋
行
事
ひ
ろ
い
書
」、

「
芦
屋
の
画
人
た
ち
」、「
神
武
社
文
書
書
上

帳
」、「
町
政
夜
話
」、「
西
郷
隆
盛
と
芦
屋
」

と
面
白
そ
う
な
話
題
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
崗
の
古
い
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
は
希
少
で
読
む
こ
と
が
困
難
で
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
郷
土
史
研
究
会
で
は
コ

ピ
ー
製
本
を
行
い
、
閲
覧
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
熱
意
溢あ
ふ

れ

る
歴
史
探
求
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
活
動
拠
点
・
事
務
局
は
歴
史
民
俗
資

料
館
に
あ
り
ま
す
。
郷
土
史
研
究
会
で
は

広
く
門
を
あ
け
、
新
し
い
会
員
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

※�

も
っ
と
芦
屋
町
郷
土
史
研
究
会
を
知

り
た
い
人
は
、芦
屋
歴
史
の
里
（
☎
２

２
２
局
２
５
５
５
）ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

編

集
後
記

⑲

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
町
民
体
育
祭
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
の
き
な
み
中
止
と
な

り
、
体
を
動
か
す
機
会
が
減
り
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
運

動
の
機
会
が
減
っ
た
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
実
は
５
月
ご
ろ
、ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
定
期
的
に
続
け
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、一
人
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
ら
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
運
動
し
た
い
な
と

う
ず
う
ず
し
て
い
ま
す
。�

（
小
田
）

▼
こ
こ
数
カ
月
、
編
集
後
記
も
コ
ロ
ナ

の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
い
た
の
で
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
か
ら
離
れ
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
第
３
波
が
今
ま
で
以
上
に
襲
っ

て
き
て
、
ま
た
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
す
る
と
宣
言
し
て
お
き
な
が
ら
、
全

く
予
約
が
で
き
ず
、
い
ま
だ
に
予
防
接

種
を
し
て
い
ま
せ
ん
。と
に
か
く
、自
分

で
で
き
る
自
己
防
衛
に
頑
張
り
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
引
き
こ
も
る
の
で
は
な

く
、
感
染
予
防
対
策
バ
ッ
チ
リ
の
飲
食

店
の
利
用
は
行
う
予
定
で
す
。
目
印
は

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー（
青
色
）。
免
疫
力
ア

ッ
プ
目
指
し
つ

つ
も
自
分
の
ボ

デ
ィ
拡
大
防
止

に
も
気
を
付
け

な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。�（
鍬く
わ
も
り守
）
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▷ �町の文化財が描かれた機関紙『崗』表紙

▷ �『崗』創刊号の目次


